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先週は米中貿易協議の合意期待で火曜に急伸したものの、水曜に利食い売りから反落し、高値圏での目先天
井形成パターンの日足かぶせ線が出現した。週足も陽線を維持したものの長い上ヒゲとなり、日・週足ともチャー
ト的には嫌な形になっている。ただ、この動きは日足基準線からの乖離拡大による自律的な調整とみている。こ
うした展開から、今週はもみ合いあるいは小幅な値幅調整となる可能性が高い。しかしGDP成長率見通しは上方
修正されたように、国内環境は良好で、今週の押し目は絶好の仕込みチャンスとなりそうだ。

市場一刀両断 今週は小幅調整で絶好の買い場を提供



アナリスト注目銘柄 Robinsons Land Corporation(RLC)
（DMC)

複製禁止。本資料はGLB.inc （以下「当社」といいます。）が情報提供のみを目的として作成したものであり、投資の推奨を行うものではありません。また、提供する情報は当社
が信頼に値すると判断したものを採用しておりますが、その正確性を保証するものではありません。また、これらを基にしたお取引及びその結果について当社は一切の責任を負い
ません。本データは将来の利益や結果を約束するものではありません。売買の最終判断はご自身の判断でお願い致します。また、本システムは事前の告知および予告なく変更する
ことがあります。あらかじめご了承ください。

2

【注目材料】不動産開発物件の販売好調で19/9期は上記の通り大幅な増収増益を達成。この傾向は第4四半期も継続する見通
し。PVRが1倍を超えているため、株価格付けは☆となっているが、経営力を優先的に評価する投資力ではトップクラスのポイント
となっている。
【会社概要】不動産開発、モール、ホテルが経営の中核。傘下にRobinsons Retail Holdings Inc.を持つのが強み。
【投資戦略】BestテクのLinestは売り継続となっているが、このテクは超短期向けのロジックで目先、基準線付近（25.5ペソ前後）ま
での調整がありそうだが、この判断通りに転換線ライン割れとなれば、至上の買い場到来となる。当面の目標値は27.8ペソ。

Analyst’s Take: StrongBuy
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“妥当株価ロボ”のメッセージ銘柄 GT Capital Holdings(GTCAP)

妥当株価ロボに「AIパターン分析（週足）」の項目を追加。それを使い中段上抜け銘柄で絞り込んだ。こ
の中から株式の流動性を重視し、今週はGTCAPを選択した。相場は総合指数との関連性が極めて強い。
実際、ベントマークとの関連性を示すβ値は1.06倍でデータでもほぼ連動していることが証明される。す
なわち、PSE総合指数を安く購入するような感触で保有できる銘柄といえる。

http://フィリピン株.com/reasonable-stock/
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ICHMOKU判断銘柄 Global Ferronickel Holdings, Inc. (FNI)

今週は「テクニカル診断」ページのICHIMOKU判断検索に新たに追加した「AIパターン検索」を活用した銘柄抽出。

今回は週足で遅行線と株価-基準線で

陽転した銘柄をスクリーニングした。そ
の結果、上記2銘柄が抽出された。この
なかでまだ週足で安値圏に位置するX
を選択した。

先週の急伸は米国のベンチャーキャピ
タルを買収したというニュースが伝わっ
たため。IT企業を売却した資金での
M&Aで事業ポートフォリオの入れ替え

を行ったことになる。今週も引き続き、
人気化するのは確実で目先妙味の大き
い銘柄になる。
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現在）


